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規定に定める科目 本学における授業科目 単位 最低修得単位数 開始
（1997年4月1日施行） 年次
必 生涯学習概論 ○生涯学習概論 4 4 2年




























教育基礎論 2 ばならない。 2年
教育思想史 2 3年?
社会教育特講m 教育行政学 2 2年
（その他必要な科目） 教育社会学 2 2年
青年心理学 2 2年
教育カウンセリング論 2 3年
計 24単位
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は教職免許法の改正による新たな教職関係科
目の増設に対応したものであるが、実質的に
は学社連携・融合そして地域に開かれた学校
の必要性が唱えられ、学校週5日制の完全実
施や総合的学習の時間の新設などの動きの中
で、社会教育的な知見とセンスを身につけた
教員が求められているといった時代的要請に
応えることが意図されている。
今後の課題
　以上、紹介したように本学の社会教育主事
課程のカリキュラムは、教員スタッフの増員
によってその内容の充実がはかられてきてい
るわけであるが、そのことは同時に受講者の
多様な問題関心に応えていくという点でもメ
リットになっているといえるだろう。社会教
育の幅の広さと実践性に学校教育とは違った
リアリティと興味を感じ、また教育の問題を
生涯教育という大きな視点で見ようとする学
生も少なくないからである。
　そうした点で今後カリキュラムの量・質の
面でのさらなる充実が求められるわけである
が、ほかに専門の学習と単位取得が必要とさ
れる学生に対し、自分の専門の学習と両立さ
せながら、そしてできるだけ専攻の学問と有
機的なつながりをもって社会教育主事課程の
受講が可能となるようなカリキュラムの整備
が今後の課題であるといえる。
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